
 

 現プラン策定時                          次期プラン策定時 

 

京都市未来こどもはぐくみプラン 

 ※ 調査人数は全て平成２５年度実施時のもの 

 ⑴ 京都市子育て支援に関する市民ニーズ調査 

  ○ 市内在住の小学校入学前児童の保護者（６，５００件） 

  ○   〃  小学生の保護者（６，５００件） 

 ⑵ 京都市結婚と出産に関する意識調査 

  ○ 市内在住の１８歳から４９歳までの市民（６，５００件） 

 ⑶ 京都市ひとり親家庭実態調査 

  ○ 市内在住の母子世帯（３，２００件） 

  ○   〃  父子世帯（１，８００件） 

 ⑷ 京都市母子保健に関する意識調査 

  ○ 一定期間に乳幼児健康診査（４か月児，８か月児，１歳６

か月児，３歳児）を受診した児童の保護者（４，３３２件） 

 ⑸ 京都市思春期に関する意識調査 

  ○ １３歳以上１９歳以下の市民（５，０００件） 

はばたけ未来へ！京都市ユースアクションプラン 

 ⑹ 京都市青少年意識行動調査（平成２１年度実施） 

  ○ １３歳以上３０歳未満の市民（１，８００件） 

既存の調査をベースに実施する調査 

 ① 京都市子育て支援に関する市民ニーズ調査 

  ○ 市内在住の小学校入学前児童の保護者（６，５００件） 

  ○   〃  小学生の保護者（６，５００件） 

 ② 京都市結婚と出産に関する意識調査 

  ○ 市内在住の１８歳から４９歳までの市民（６，５００件） 

 ③ 京都市ひとり親家庭実態調査 

  ○ 市内在住の母子世帯（３，２００件） 

  ○   〃  父子世帯（１，８００件） 

 ④ 京都市母子保健に関する意識調査 

  ○ 一定期間に乳幼児健康診査（４か月児，８か月児，１歳６か月児，

３歳児）を受診した児童の保護者（約４，０００件） 

見直しを行った上で実施する調査 

 ⑤ 京都市青少年・若者に係る意識行動調査（仮称） 

  ○ 市内在住の中学生及び高校生がいる家庭（５，０００件：２，５００世帯×２件）  

   ※ 対象となる家庭（２，５００世帯）に中高生用と保護者用の調査票を送付  

  ○ 市内在住のおおむね１９～３０歳（４，０００件） 

   ※ 共通項目と年代別項目で構成 

   ※※※※    別途別途別途別途，，，，関係団体関係団体関係団体関係団体をををを通通通通じたヒアリングじたヒアリングじたヒアリングじたヒアリング調査調査調査調査をををを実施実施実施実施（（（（ひきこもりひきこもりひきこもりひきこもり等等等等））））    

 

新たに実施する調査 

 ⑥ 小学生の放課後の過ごし方に係る実態調査（仮称） 

  ○○○○    １１１１年生年生年生年生，，，，４４４４年生年生年生年生，，，，６６６６年生年生年生年生のののの保護者保護者保護者保護者（（（（３０３０３０３０，，，，００００００００００００世帯世帯世帯世帯））））をををを対象対象対象対象にににに実施実施実施実施（（（（すべてのすべてのすべてのすべての小学校小学校小学校小学校でででで実施実施実施実施））））     

        ○○○○    総合支援学校及総合支援学校及総合支援学校及総合支援学校及びびびび私立小学校私立小学校私立小学校私立小学校のののの育成学級育成学級育成学級育成学級にににに通学通学通学通学するするするする児童児童児童児童のののの保護者保護者保護者保護者にもにもにもにも実実実実施施施施（（（（ 設問調整設問調整設問調整設問調整））））    

貧困家庭の子ども・若者に係る調査の方法 

 ①①①①からからからから⑤⑤⑤⑤のののの調査調査調査調査のののの中中中中にににに貧困調査貧困調査貧困調査貧困調査にににに係係係係るるるる調査項目調査項目調査項目調査項目をををを新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加しししし実施実施実施実施するするするする。。。。    

  ※ 各調査に項目を加えることで平成２８年度に実施した前回調査より幅

広い世代，家庭に対して調査を実施できる。 

  ※ 今後，５年ごとの計画策定時に継続して調査を行うことで経年変化を捕捉  

京都市貧困家庭の子ども・青少年対策に関する実施計画 

 ⑺ 京都市子どもの生活状況等に関する調査（平成２８年度実施） 

  ○ ０歳以上１７歳未満の子どもがいる世帯（１８，０００件） 

  ○ 子どもがいる生保家庭及び児扶手受給世帯（６００件） 

別紙２ 前回調査と今回調査の対照図 


